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災害への備えは充
分なのか
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質 問 事 項 質 問 の 要 旨 質問の相手

受付番号 1

一　般　質　問　通　告　書

令和６年２月２０日

丸山　康夫

元日に石川県能登地方を襲った地震は、最大震度
7を記録し甚大な被害をもたらした。
地震はいつどこで発生するか予測することは難し

く、台風や大雨による土砂災害等を含めた大規模災
害に対して日ごろからの備えの大切さを改めて実感
した。
本町では災害備蓄倉庫も整備され、防災倉庫も町

内各地に設置されている。また、自主防災組織の設
置も進んでおり、災害への備えは以前に比べるとか
なり充実してきたと思われるが、大規模災害への備
えが十分なのか検証したい。
また、避難所設置にあたっての課題を明らかにし

たい。

①防災備品等の整備状況は

②自主防災組織の設置状況は

③調整池の整備（管理）状況は

④砂防ダムの整備（管理）状況は

⑤避難所等の自家発電装置の設置状況は

⑥町内の主要施設に上水道と直結した地下タンクを

設置しては

⑦避難所となる小学校の体育館にエアコンを設置し

ては

⑧災害対応に当たる技術職の増員が必要なのでは

⑨被災地への人的支援に職員を派遣しては

⑩本町の大規模災害に対する備えは十分か
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